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業績推移 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製品別の動向 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特定の装置が業績を牽引している 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業績を牽引するEUV関連の検査装置 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同じ領域には米企業のKLA 

出典：EE TIMES 
 

https://eetimes.itmedia.co.jp/ee/articles/2407/10/news054_4.html#l_mm240710_nano09.jpg
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KLAとの比較　広範 VS ニッチ 

レーザーテック　売上： 2,135億円　経常利益： 820億円

　マスク検査技術 : EUVマスク欠陥検査装置で世界シェア100%
　　　　　　　 　 DUVマスク欠陥検査装置で世界シェア80%
　　　　　　　　  マスクブランクス欠陥検査装置で世界シェア70～80%
　迅速な開発力 : 顧客と密接な関係、柔軟な技術対応

　※市場規模は、マスクが2500億円超、マスクブランクスが60億円超

KLA　売上：＄9,812M　経常利益：＄ 2,762M
　広範な製品ポートフォリオ : 製造工程全体をカバー

　財務基盤の強さ : 大規模なR&D投資が可能

　※EUV欠陥検査関連の特許数ではレーザーテックに大きく劣後

　　（マスク検査領域はKLAからみると小さい）
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コア技術を軸に、周辺技術やアプリケーション 
との組み合わせによる製品開発を行ってきた 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今後の市場規模推移は？ 

半導体需要の増加   マルチパターニング  

特に先端半導体の需要が増えるほどフォトマスクの需要量は増える

マスク欠陥検査装置の需要も増える

・2024年の17億7,875万米ドルから、2030年には30億4,530万米ドルになると予測
・予測期間中の年平均成長率は9.38%　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Global Information調べ

✕ 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中期経営計画 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ファブライト戦略 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主力製品の売上・シェア 

a）半導体マスク欠陥検査装置 （MATRICS）：全マスク検査装置（ACTIS、BASIC、MZ、MPMを含む）の市場
規模250,000百万円 以上に拡大している（同社推定）。同社シェアは現状不明。  

 

b）マスクブランクス欠陥検査装置 （MAGICS）：同約6,000百万円 （同社推定）、同シェア70～80% 、 

EUVマスクブランクス欠陥検査/レビュー装置ABICS「E120」の市場規模は100億円前後、シェア100％「  

 

c）FPD用マスク欠陥検査装置：スマートフォン向けなど高精細なFPD用マスク向けの市場規模は2,000
～3,000百万円（同社推定）、同シェア現状不明。  

 

 


